
(57)【要約】
【目的】  貝類に悪影響を与えることなく貝類の害虫を
効果的に駆除・防除する。
【構成】  貝類の害虫駆除・防除剤は、下記の式（１）
および（２）で示される化合物からなる群から選ばれた
化合物を有効成分としている。
【化１】



【特許請求の範囲】
【請求項１】  下記の式（１）および（２）で示される
化合物からなる群から選ばれた化合物を有効成分とする
貝類の害虫駆除・防除剤。
【化１】

【請求項２】  前記化合物を５００～１，０００ｐｐｍ
含むメタノール溶液からなる、請求項１に記載の貝類の
害虫駆除・防除剤。
【請求項３】  前記化合物が１～１００ｐｐｍ含まれる
ように前記メタノール溶液を溶解した水溶液からなる、
請求項２に記載の貝類の害虫駆除・防除剤。
【請求項４】  下記の式（１）および（２）で示される
化合物からなる群から選ばれた化合物を用いて貝類を処
理する工程を含む、貝類の害虫駆除・防除方法。
【化２】

【請求項５】  前記化合物を含む水溶液を用いて前記貝
類を処理する、請求項４に記載の貝類の害虫駆除・防除
方法。
【請求項６】  前記水溶液がメタノールを含んでいる、
請求項５に記載の貝類の害虫駆除・防除方法。

【請求項７】  前記貝類を前記水溶液中に浸漬して処理
する、請求項５または６に記載の貝類の害虫駆除・防除
方法。
【請求項８】  前記水溶液を前記貝類に塗布することに
より前記貝類を処理する、請求項５または６に記載の貝
類の害虫駆除・防除方法。
【請求項９】  前記水溶液が前記化合物を１～１，００
０ｐｐｍ含む、請求項５，６，７または８に記載の貝類
の害虫駆除・防除方法。
【請求項１０】  前記化合物を含む、シリコン樹脂とポ
リエステル樹脂との混合樹脂を用いて前記貝類を処理す
る、請求項４に記載の貝類の害虫駆除・防除方法。
【請求項１１】  下記の式（１）および（２）で示され
る化合物からなる群から選ばれた化合物を用いて養殖中
の貝類を処理する工程を含む、貝類の養殖方法。
【化３】

【請求項１２】  前記化合物を含む水溶液により前記貝
類を処理する、請求項１１に記載の貝類の養殖方法。
【請求項１３】  前記水溶液がメタノールを含んでい
る、請求項１２に記載の貝類の養殖方法。
【請求項１４】  前記養殖中の貝類を前記水溶液に浸漬
して処理する、請求項１２または１３に記載の貝類の養
殖方法。
【請求項１５】  前記水溶液を前記養殖中の貝類に塗布
することにより前記養殖中の貝類を処理する、請求項１
２または１３に記載の貝類の養殖方法。
【請求項１６】  前記水溶液が前記化合物を１～１００
ｐｐｍ含む、請求項１２，１３，１４または１５に記載
の貝類の養殖方法。
【請求項１７】  前記化合物を含む、シリコン樹脂とポ
リエステル樹脂との混合樹脂を用いて前記貝類を処理す
る、請求項１１に記載の貝類の養殖方法。
【請求項１８】  二枚貝を母貝として用いる真珠の養殖
方法であって、
前記二枚貝を下記の式（１）および（２）で示される化
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合物からなる群から選ばれた化合物を用いて処理する工
程含む真珠の養殖方法。
【化４】

【請求項１９】  前記化合物を含む水溶液を用いて前記
二枚貝を処理する、請求項１８に記載の真珠の養殖方
法。
【請求項２０】  前記水溶液がメタノールを含んでい
る、請求項１９に記載の真珠の養殖方法。
【請求項２１】  前記二枚貝を前記水溶液に浸漬して処
理する、請求項１９または２０に記載の真珠の養殖方
法。
【請求項２２】  前記水溶液を前記二枚貝に塗布するこ
とにより前記二枚貝を処理する、請求項１９または２０
に記載の真珠の養殖方法。
【請求項２３】  前記水溶液が前記化合物を１～１００
ｐｐｍ含む、請求項１９，２０，２１または２２に記載
の真珠の養殖方法。
【請求項２４】  前記化合物を含む、シリコン樹脂とポ
リエステル樹脂との混合樹脂を用いて前記二枚貝を処理
する、請求項１８に記載の真珠の養殖方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、害虫駆除・防除剤、害
虫駆除・防除方法および養殖方法、特に、貝類の害虫駆
除・防除剤、害虫駆除・防除方法および養殖方法、並び
に真珠の養殖方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】ポリキータと呼ばれるゴカイ類のうち、
ポリドラ属の２cm程度の小さな虫（以下、ポリドラと伝
う）は、真珠の母貝であるアコヤガイ等の二枚貝、カ
キ、ホタテガイおよびイタヤガイ等の貝類の殻に穴をあ
けて貝類の内部にまで侵入し、貝類の健康を害し、或い
は貝類を死滅させてしまう害虫として知られている。こ
のようなポリドラによる被害を養殖中に受けた貝類は、
品質が低下し、また歩留が著しく低下する。このため、

貝類を養殖する際には、このようなポリドラによる被害
から貝類を保護する方法が重要となる。
【０００３】従来は、貝類をポリドラから保護するため
の方法として、一般に、飽和食塩水に貝類を浸して貝類
に侵入しているポリドラを駆除する方法が採用されてい
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のポリドラ駆除方
法によれば、貝類に侵入したポリドラを効果的に駆除す
ることができるが、貝類そのものも高濃度の食塩水によ
りダメージを受けやすい。本発明の目的は、貝類に悪影
響を与えることなく貝類の害虫を効果的に駆除・防除す
ることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明に係る貝類の害虫
駆除・防除剤は、下記の式（１）および（２）で示され
る化合物からなる群から選ばれた化合物を有効成分とし
ている。
【０００６】
【化５】

【０００７】本発明に係る貝類の害虫駆除・防除方法
は、上述の式（１）および（２）で示される化合物から
なる群から選ばれた化合物を用いて貝類を処理する工程
を含んでいる。本発明に係る貝類の養殖方法は、上述の
式（１）および（２）で示される化合物からなる群から
選ばれた化合物を用いて養殖中の貝類を処理する工程を
含んでいる。本発明に係る真珠の養殖方法は、二枚貝を
母貝として用いる真珠の養殖方法である。この方法は、
二枚貝を上述の式（１）および（２）で示される化合物
からなる群から選ばれた化合物を用いて処理する工程を
含んでいる。
【０００８】害虫駆除剤
本発明に係る貝類の害虫駆除・防除剤は、下記の式
（１）または（２）で示される化合物を有効成分として
含んでいる。
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【０００９】
【化６】

【００１０】なお、本発明では、式（１）で示される化
合物と式（２）で示される化合物とを併用してもよい。
このような式（１）または（２）で示される化合物は、
海洋生物、特に海藻から抽出することにより入手でき
る。ここで利用可能な海藻としては、アカモク、ウミト
ラノオ、オオアミジグサ、オキツノリ、オゴノリ、カバ
ノリ、コモングサ、サイミ、タマバロニア、ベニスナ
ゴ、ユナ、アミジグサ、ミル等が例示できる。このう
ち、特にアミジグサが好ましい。
【００１１】上述の海藻から上記式（１）で示される化
合物を抽出する場合には、先ず、上述の海藻のメタノー
ル抽出液を作成する。次に、このメタノール抽出液にヘ
キサンを加え、ヘキサン抽出液を作成する。このヘキサ
ン抽出液を、さらにフラッシュクロマトグラフィー、調
整薄層クロマトグラフィー（ＴＬＣ）および高速液体ク
ロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いてこの順に分離・
精製すると、目的とする化合物が得られる。なお、フラ
ッシュクロマトグラフィー、調整ＴＬＣおよびＨＰＬＣ
による分離・精製条件は、例えば次の通りである。
【００１２】（フラッシュクロマトグラフィー）
◎１回目
使用カラム：ＭＥＲＣＫ  Ｓｉｌｉｃａｇｅｌ  ６０
（２３０－４００ｍｅｓｈ）
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝８：２
◎２回目
使用カラム：同上
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝４７：３
◎３回目
使用カラム：同上
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝２：３
【００１３】（調整ＴＬＣ）
使用ＴＬＣ：ＭＥＲＣＫ  Ｓｉｌｉｃａｇｅｌ  ６０、
０．５mm

展開溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝４：１
Ｒｆ値：０．４４
（ＨＰＬＣ）
使用カラム：ＭＥＲＣＫ  Ｈｉｂｅｒ  ＲＴ２５０  ２
５  Ｌｉｃｈｒｏｓｏｒｂ  Ｓｉ  ６０（７μｍ）
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝４：１
流速：１０ｍｌ／分
保持時間：２０分
【００１４】一方、上述の式（２）で示される化合物を
抽出する場合には、上述のメタノール抽出液にジクロロ
メタンを加え、ジクロロメタン抽出液を作成する。この
ジクロロメタン抽出液を、さらにフラッシュクロマトグ
ラフィー、調整ＴＬＣおよびＨＰＬＣを用いてこの順に
分離・精製すると、目的とする化合物が得られる。な
お、この場合のフラッシュクロマトグラフィー、調整Ｔ
ＬＣおよびＨＰＬＣによる分離・精製条件は、例えば次
の通りである。
【００１５】（フラッシュクロマトグラフィー）
◎１回目
使用カラム：ＭＥＲＣＫ  Ｓｉｌｉｃａｇｅｌ  ６０
（２３０－４００ｍｅｓｈ）
溶出溶媒：ジクロロメタン：メタノール＝９：１
◎２回目
使用カラム：同上
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝４：１
◎３回目
使用カラム：同上
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝３：１
【００１６】（調整ＴＬＣ）
使用ＴＬＣ：ＭＥＲＣＫ  Ｓｉｌｉｃａｇｅｌ  ６０、
０．５mm
展開溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝３：１
Ｒｆ値：０．５
（ＨＰＬＣ）
使用カラム：ＭＥＲＣＫ  Ｈｉｂｅｒ  ＲＴ２５０  ２
５  Ｌｉｃｈｒｏｓｏｒｂ  Ｓｉ  ６０（７μｍ）
溶出溶媒：ヘキサン：酢酸エチル＝３：２
流速：１０ｍｌ／分
保持時間：１３分
【００１７】おな、上記化合物（１）および（２）は、
海藻類から抽出されたものだけではなく、人工的に合成
したものを利用することもできる。本発明の駆除・防除
剤は、通常、上述の化合物を含むメタノール溶液として
提供される。当該メタノール溶液における上述の化合物
の濃度は、通常、５００～１，０００ｐｐｍに設定する
のが好ましい。
【００１８】上述のメタノール溶液からなる駆除・防除
剤を貝類等に適用する場合、当該メタノール溶液は、更
に水に溶解した水溶液として用いられる。この水溶液
は、それに含まれる上述の化合物の濃度が１～１００ｐ
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ｐｍになるよう設定されているのが好ましい。なお、こ
の水溶液の濃度は、当該駆除・防除剤を適用する貝類、
貝の大きさ（年齢）、季節あるいはポリドラの発生、寄
生状況等により適宜調整することができる。
【００１９】また、上述の水溶液は、主とした使用目的
に応じて濃度を調節するのが好ましい。例えば、当該水
溶液を主として害虫の駆除用に用いる場合は、濃度を５
０～１００ｐｐｍに設定するのが好ましい。特に、年齢
が１年未満の稚貝（幼若貝）に適用する場合には５０～
８０ｐｐｍに設定するのが好ましく、年齢が２年以上の
母貝に適用する場合には７０～１００ｐｐｍに設定する
のが好ましい。なお、水溶液を主として駆除用に用いる
場合、濃度が５０ｐｐｍ以下になると効果が速やかに現
われにくくなり、駆除処理に長期間を要する場合があ
る。逆に、１００ｐｐｍを越えても、それに応じた効果
が発現しにくく、コスト高を招く結果になりやすい。
【００２０】一方、当該水溶液を主として害虫の防除
（予防）用に用いる場合は、濃度を１～５０ｐｐｍに設
定するのが好ましい。特に、年齢が１年未満の稚貝（幼
若貝）に適用する場合には１～２０ｐｐｍに設定するの
が好ましく、年齢が２年以上の母貝に適用する場合には
２０～５０ｐｐｍに設定するのが好ましい。なお、水溶
液を主として防除用に用いる場合、濃度が１ｐｐｍ以下
になると効果が現われにくくなる。逆に、５０ｐｐｍを
越えても、それに応じた効果が発現しにくく、コスト高
を招く結果になりやすい。
【００２１】なお、本発明の駆除・防除剤は、上述のメ
タノール溶液や水溶液以外に、例えば、シリコン樹脂３
０％とポリエステル樹脂７０％との混合樹脂中に混合し
た状態で提供することもできる。
【００２２】害虫駆除・防除方法
本発明の害虫駆除・防除方法は、例えば、アコヤガイ等
の二枚貝、カキ、ホタテガイおよびイタヤガイ等の貝類
に影響を与えるポリドラ等の害虫を駆除・防除する方法
である。この方法は、貝類に対して上述の化合物を用い
て貝類を処理する工程を含んでいる。上述の化合物を用
いて貝類を処理する方法としては、上述の水溶液を用い
て貝類を処理する方法が挙げられる。具体的には上述の
水溶液中に浸漬する方法や、当該水溶液をシャワーやス
プレーを用いて貝類に直接塗布する方法等が採用され得
る。
【００２３】なお、貝類を水溶液中に浸漬して処理する
る場合は、処理時間を通常１０～２０分に設定するのが
好ましい。
【００２４】また、上述の化合物を用いて貝類を処理す
る方法の別の方法としては、上述の化合物を含む上述の
混合樹脂を用いて貝類を処理する方法が挙げられる。こ
こでは、混合樹脂を貝類の殻表面に対して直接塗布する
方法が採用され得る。また、上述の混合樹脂を貝類の養
殖かごの網地等に塗布し、これらから海水中に漸次溶出

する上述の化合物により間接的に貝類を処理する方法が
採用されてもよい。
【００２５】貝類の養殖方法
本発明に係る貝類の養殖方法は、上述の害虫駆除・防除
剤を用いて養殖中の貝類を処理する工程を含んでいる。
ここで、養殖中の貝類としては、例えば、アコヤガイ等
の二枚貝、カキ、ホタテガイおよびイタヤガイ等が挙げ
られる。なお、害虫駆除・防除剤を用いて養殖中の貝類
を処理する方法としては、上述の害虫駆除・防除方法の
場合と同様の方法が採用され得る。
【００２６】真珠の養殖方法
本発明に係る真珠の養殖方法は、二枚貝を用いた真珠の
養殖方法である。ここで、二枚貝としては、例えば、ア
コヤガイ、クロチョウガイ、シロチョウガイ、マベ、イ
ガイ等が挙げられる。この真珠の養殖方法は、真珠を養
殖中の二枚貝を上述の害虫駆除・防除剤を用いて処理す
る工程を含んでいる。処理方法としては、上述の害虫駆
除・防除方法の場合と同様の方法が採用される。なお、
二枚貝に対してこのような処理を施す時期は、特に限定
されない。また、この処理は、一定の期間を隔てて複数
回実施してもよい。
【００２７】
【実施例】アミジグサ２０Kgをメタノールに浸漬し、得
られた抽出液をロータリーエバポレターを用いて濃縮し
た。この濃縮液にヘキサンを加えてヘキサン抽出液（２
９ｇ）を作成した。このヘキサン抽出液２．４ｇをフラ
ッシュカラムクロマトグラフィー〔ＭＥＲＣＫ，Ｓｉｌ
ｉｃａｇｅｌ  ６０（２３０－４００ｍｅｓｈ）：溶出
溶媒、ヘキサン：酢酸エチル＝８：２〕により分離・精
製し、上述の式（１）で示される化合物を含む分画を更
に同様のフラッシュカラムクロマトグラフィーを用いて
２回（但し、溶出溶媒は、１回目はヘキサン：酢酸エチ
ル＝４７：３を用い、２回目はヘキサン：酢酸エチル＝
２：３を用いた）分離・精製し、同様の分画を得た。
【００２８】次に、この分画を調整ＴＬＣ（ＭＥＲＣ
Ｋ，Ｓｉｌｉｃａｇｅｌ  ６０、０．５ｍｍ：展開溶
媒、ヘキサン：酢酸エチル＝４：１、Ｒｆ＝０．４４）
により分離・精製し、２３ｍｇの同様の分画を得た。こ
の分画をさらにＨＰＬＣ〔ＭＥＲＣＫ，Ｈｉｂｅｒ  Ｒ
Ｔ２５０－２５  Ｌｉｃｈｒｏｓｏｒｂ  Ｓｉ  ６０
（７μｍ）：溶出溶媒、ヘキサン：酢酸エチル＝４：
１、流速＝１０ｍｌ／分、保持時間＝２０分〕で精製
し、上記式（１）で示される化合物の純品を得た。
【００２９】得られた化合物を水に溶かして種々の濃度
の水溶液（害虫駆除・防除剤）を作成した。このように
して作成した各種水溶液を多数のポリドラ幼虫を含む海
水１ｍｌ中に０．０１ｍｌ添加し、経時的にポリドラ幼
虫の死滅状況を調べた。結果を表１に示す。
【００３０】
【表１】
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【００３１】

【発明の効果】本発明に係る貝類の害虫駆除・防除剤お
よび害虫駆除・防除方法によれば、貝類に悪影響を与え
ることなく貝類の害虫を効率的に駆除・防除することが
できる。本発明に係る貝類の養殖方法によれば、養殖中
に貝類に寄生する害虫を効果的に駆除・防除することが
できるので、品質の高い貝類を高歩留で養殖することが
できる。本発明に係る真珠の養殖方法によれば、養殖中
に二枚貝に寄生する害虫を効果的に駆除・防除すること
ができるので、品質の高い真珠を高歩留で養殖すること
ができる。
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